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２学期がスタートして最初の週末を迎えましたが、良いスタートは切れましたか？新型コロナウィルスの感染

状況について、なかなか先の見通しが立ちにくいなか、卒業までのカウントダウンが始まっています。一日一日
の学校生活を大切にして、一歩一歩着実に進んでいきましょう！“やるべきことをしっかりやる”のみ！！

進路実現に向けて⑬ ～ 校内選考会が行われます ～
AOで専門学校を受験する生徒などは1学期から動いていますが、その他の方法で

受験する生徒にとっては、いよいよ進路戦線が本格的に動き出す時期となりました。
10日（木）には指定校推薦、14日（月）には就職希望者の校内選考会を実施します。
また、来週の面談週間においても、3年生はクラスごとに進路実現を目指した取り

組みを行いたいと思います。よって、1・2年生とは異なる動きとなりますが、個別
の面談を希望する生徒は遠慮なく申し出てください。

保護者のみなさまへ

週明け7日（月）は重要な書類の提出期限となっております。就職希望者は全員『第2回（最終）就職希望
調査票』を提出してください。進学希望者のうち、指定校推薦で受験希望の生徒は『指定校推薦願』を提出
してください。ともに保護者の捺印が必要となりますので、事情があって週末に帰省できない場合は7日
（月）に担任まで電話連絡してください。提出が遅れた場合、推薦（斡旋）が後回しになる可能性があります
ので、どうぞ宜しくお願いいたします。

※いずれも、保護者の捺印が必要です！

私の高校生活⑥ ～ 置かれた立場で頑張ることが道を切り拓く ～

今回は特別編として、教育実習生の小出夏実先生に登場していただきます！

私にとって、高校での思い出はまだ記憶に新しいものばかりです。皆さんに何をお
伝えしようかと考える度に次々思い出せてしまうほどです。そんな私の高校生活は、
大切なことをたくさん学ぶことができた期間でした。
私が今も忘れないようにしているのが“取り組む姿勢の大切さ”です。入学当時、

課題研究で合鴨農法をしたいと考えていましたが実現できず、先生が声をかけてくれ
た影響でそば打ちをすることにしました。自分のやりたいことができず悲しかったで

一生懸命取り組むことが目に見える成果に繋がるかはわかりませんが、自分にとって意
味のあるものになると思います。うまくいかなくても、遠回りでも、一歩一歩、日々前進し
ているのです。今の尊い日々を大切に、頑張ってください！

【今回取材に応じてくれた小出先生から５４回生のみなさんへメッセージ】

すが、そば打ちに対して手を抜かず懸命に取り組むことでそば打ちの魅力や地域交流の大
切さを学ぶことができ、結果的に自分の進路も導いてくれました。このことから、自分の
置かれた場所で一生懸命取り組み、自分のものにすることが将来の選択肢を増やすことに
繋がるんだと実感しました。
他にも高校での思い出はたくさんあります。寮で友達と喧嘩したり、実習の時に水や泥

のかけ合いをして怒られたり…当時はなんてことなかったことも、とてもよい思い出であ
り私の成長の糧になっています。

【7日(月)提出〆切書類】

②第2回(最終)就職希望調査票（就職希望の生徒全員）
①指定校推薦願（大学・短大・専門学校に指定校推薦で受験希望の生徒全員）


